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１ 【臨時報告書の訂正報告書の提出理由】

当社は、2026年５月14日開催の取締役会において、2026年９月29日に開催予定の定時株主総会決議による承認及び必要

に応じ所管官公庁の許認可が得られることを条件として、2027年７月１日を効力発生日として会社分割の方式により持株会社体

制へ移行することを決議し、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第７号の

規定に基づき2026年5月15日付け臨時報告書を提出しました。その後、2026年８月７日開催の取締役会において、2026年９月

29日に開催予定の定時株主総会決議による承認及び必要に応じ所管官公庁の許認可が得られることを条件として、2027年７月

１日を吸収分割の効力発生日とした吸収分割契約の締結を承認することを決議し、未決定事項について決定いたしましたの

で、金融商品取引法第24条の５第５項の規定に基づき2026年８月７日付け臨時報告書の訂正報告書（以下「提出済訂正臨時報

告書」といいます。）を提出いたしましたが、記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため同法第24条の５第５項

の規定に基づき、提出済訂正臨時報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２ 【訂正箇所】

以下のとおり訂正いたします。なお、訂正箇所は、下線を付して表示しております。
 

（訂正前）

（前略）

　(3) 吸収分割の方法、吸収分割会社となる会社に割り当てられる吸収分割承継会社となる会社の株式の数及びその他

の吸収分割契約の内容

① 吸収分割の方法

当社を分割会社とする会社分割（吸収分割）により、分割する事業を当社が100％出資する子会社に承継させる

予定です。

② 吸収分割会社となる会社に割り当てられる吸収分割承継会社となる会社の株式の数

吸収分割承継会社である一正蒲鉾分割準備株式会社は、本件分割に際して普通株式1,000株を発行し、これを全

て吸収分割会社である当社に割当て交付いたします。

 
（中略）

 
吸収分割契約書

 

 　一正蒲鉾株式会社（以下、「甲」という。）と一正蒲鉾分割準備株式会社（以下、「乙」という。）とは、甲の事

業のうち、水産練製品・惣菜の製造販売及びきのこの生産販売事業（以下、「本件事業」という。）に関して甲が有

する権利義務を乙に承継させる吸収分割（以下、「本件分割」という。）に関し、次のとおり分割契約（以下、「本

契約」という。）を締結する。

 
（省略）

 

第三条　（吸収分割に際して交付する金銭等）

　乙は、本件分割に際して、甲に対し、本承継対象権利義務の対価として乙の普通株式1,000株を交付する。

 

第四条　（乙の資本金等の額）

　本件分割により増加する乙の資本金及び準備金の額は、次のとおりとし、増加後の乙の資本金の額は、

金50,000,000円とする。ただし、本件分割がその効力を生ずる日（以下、「効力発生日」という。）における本

件事業における資産及び負債の状態により、甲及び乙協議の上、これを変更することができる。

（1） 資本金 50,000,000円

（2） 資本準備金 0円

（3） その他資本剰余金 株主資本等変動額から、前各号の額を減じて得た額

（4） 利益準備金 0円

（5） その他利益剰余金 0円
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（中略）

 

(4) 吸収分割に係る割当ての内容の算定根拠

　　吸収分割承継会社である一正蒲鉾株分割準備株式会社は当社の100％子会社であり、本件分割に際して吸収分割承継

会社が新たに発行する株式の全部を当社に交付するため、吸収分割承継会社と当社との協議の上、割当株式数を決定いた

しました。

 
（後略）

 

（訂正後）

（前略）

　(3) 吸収分割の方法、吸収分割会社となる会社に割り当てられる吸収分割承継会社となる会社の株式の数及びその他

の吸収分割契約の内容

① 吸収分割の方法

当社を分割会社とする会社分割（吸収分割）により、分割する事業を当社が100％出資する子会社に承継させる

予定です。

② 吸収分割会社となる会社に割り当てられる吸収分割承継会社となる会社の株式の数

本件分割による株式の割当てはありません。

 
（中略）

 

吸収分割契約書

 

 　一正蒲鉾株式会社（以下、「甲」という。）と一正蒲鉾分割準備株式会社（以下、「乙」という。）とは、甲の事

業のうち、水産練製品・惣菜の製造販売及びきのこの生産販売事業（以下、「本件事業」という。）に関して甲が有

する権利義務を乙に承継させる吸収分割（以下、「本件分割」という。）に関し、次のとおり分割契約（以下、「本

契約」という。）を締結する。

 
（省略）

 

第三条　（吸収分割に際して交付する金銭等）

　乙は、本件分割に際して、甲に対し、本承継対象権利義務の対価として金銭その他財産を交付しない。

 

第四条　（乙の資本金等の額）

　本件分割により増加する乙の資本金及び準備金の額は、次のとおりとし、本件分割後の乙の資本金の額は、

金50,000,000円とする。ただし、本件分割がその効力を生ずる日（以下、「効力発生日」という。）における本

件事業における資産及び負債の状態により、甲及び乙協議の上、これを変更することができる。

（1） 資本金 0円

（2） 資本準備金 0円

（3） その他資本剰余金 株主資本等変動額から、前各号の額を減じて得た額

（4） 利益準備金 0円

（5） その他利益剰余金 0円
 

 
（中略）

 

　(4) 吸収分割に係る割当ての内容の算定根拠

　　本件分割は対価の交付を行わないため、該当事項はありません。

 
（後略）
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